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2004年6月8日は、金星の太陽面通過が見られた日でした。東京では、14時11分から日没まで見ら
れる予定でしたが、私たちは、天気があまり良くなく写真撮影はうまくいきませんでした。そこで
WEBを探して「ASTROARTS」(１)のホームページに出ていた金星の太陽面通過の投稿画像を使っ
て１天文単位の距離を出しました。計算方法は、「LiveVenus2004」(２)を参考にしています。

使用した画像：

結果と検討：
それぞれの観測点で他の時間に撮られた画像を一枚に重ね合わせたところ、一直線にはなっていない
ので、画像が回転していることが考えられた。
そこで画像の回転を修正した。当日は小さな黒点が出ていたが、画像からは検出できず、黒点により
回転修正は行えないことがわかった。そこで次の方法を考えた。
天文シミュレータ(ステラナビゲータVer.5/アストロアーツ)で、当日の金星の移動方向の軌跡を描き
(太陽位置固定・赤道座標表示・5°視野、写真４)、テンプレートを作る。正しい移動方向の直線上
に乗るように、天文画像処理ソフト(すばる画像解析ソフトMakalii)で画像を回転させる。
その結果、観測点Aではー17°または＋12°の回転が該当し、観測点Bでは＋10°の回転となっ
た。修正画像を重ね合わせて再度計算を行った。その結果、観測点Aの＋１２°の画像では、結果の
数値の桁数から違ってしまうので、検討からはずした。
観測点Aのー17°、観測点Bの＋10°を重ね合わせたものが写真５である。
地球・金星・太陽の距離間の比は、金星の最大離角より求められ、金星ー地球間が0.28天文単位
(AU)、金星ー太陽間が0.72AUである。
従って、A'B'／AB = 0.72／0.28である。
これより金星のずれの実際の長さは　A'B'  ＝ (0.72/0.28) × AB [km]　となる。
ムテンツ－米子間の距離ABは、観測点の緯度・経度より囲みの計算によって、
AB＝8.44x103  [km]である。金星のずれの実際の長さは、
　　　A'B'＝0.72XAB/0.28＝2.17X104  [km]
次に地球上の離れた2点(観測点A及びB)で同時刻に撮影された太陽の画像を重ね合わせ、その画像上
での、金星の位置のずれa'b'と太陽の直径dをはかる。
D/A'B' = d/a'b'なので、実際の太陽直径はD  ＝ (d×A'B')／a'b' [km]



　写真５　　
写真５の画像より、ｄ＝198.0 pixel、a'b'＝3.1 pixelであったので、
　　　D ＝ 1.39 ×106  [km]
また、太陽の視直径は0.516°であるので、tan 0.516°= D／(1天文単位)　より(1天文単位) ＝ D
／tan 0.516° [km]　であるから、
　　　(1天文単位)＝ 1.5 X108  [km]
以上より、すでに知られている値に近い値が得られた。計算に用いた仮定条件を考慮すれば充分な値
であるといえる。

　
　※地球上の実際の2点間距離AB(ムテンツ－米子間の距離)の求め方

地球を球として仮定して、地球半径Rとして極半径と赤道
半径の平均値を使用。　
　　R=6367 (＝6.4×103)  [km]　　
47°Nでの極軸からの半径：
　　R'=Rcos47°＝ 4656 [km]
(47°N,7°E：ムテンツ)ー(47°N,133°E)の
直線距離
　　X=2R'sin(127°/2)＝8334 [km]
(47°N,133°E)ー(35°N,133°E：米子)の直線距離
　　Y＝2Rsin(12°/2)＝1331 [km]
以上より、(ムテンツ－米子間の距離)は
　　　AB＝√(X２+Y２)＝8440＝8.44 ×103  [km]
この方法は、仮定条件により有効数字は２桁となる。
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